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負債は 0 と測定される 7)が、これは、保険契約締結時点においては保険契約者
（集団）から受領する保険料が 0 であることを表している。同様の方法で有価

































































損失を計上する。以上について整理すると、図表 1 のようになる。 
 






























































法、第 2 法及び第 3 法の三つが考えられるが、本稿では川﨑［2013］でいうと































































































ることが考えられる。以上についてまとめると、図表 2 のようになる。 
 














（正常利益）である RP の現在価値を差し引いて算定される。 
保険契約締結時点に測定する当該時点の保険契約の経済価値は、VCE を用い












































価値は VCE01 として示される。添え字の 0 は、見積りを行う時点が保険契約締
結時点であることを意味しており、添え字の 1 は、見積りの対象となる時点が




が、その後 1 期間における保険負債の変動額を穴埋めし、第 1 期末の測定値は
VCE00-VCE01 となる。資本は、有価証券から保険負債を控除して測定される





















































































































































































































ついてまとめると、図表 4 のようになる。 
 











図表 5 ウィンドフォールに関する経済上と会計上の処理の相違 
 会計上 経済上 
ウ ィ ン ド
フォール 
予想と実績の差異 現在の利益 資本の修正 










































以上の四つの処理について比較して整理すると、図表 6 のようになる。 
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予想と実績の差異 利益（純利益） 利益（純利益） 利益（純利益） 資本 



















































図表 7 ウィンドフォールの処理における期待超過利益（OCI）の意義 
会計上、保険負債を経済価値で測定する場合 経済上 

































































































































5) 直近では、国際会計基準審議会（IASB: International Accounting Standards 
Board）が、保険契約の会計基準である IFRS 17（International Financial 
Reporting Standard 17: 国際財務報告基準第 17 号）（IASB [2017]）を公表した。
IASB [2017] で規定されている保険負債の測定方法は、以前に公表された ED
（Exposure Draft: 公開草案）（IASB [2013]）での提案から、基本的には変更が
ないと捉えられる（IASB [2013] para.18 と IASB [2017] para.32 を参照）。これ
らの公表物での保険負債の測定値というのは、従来の会計における保険負債の測
定値と同様、簡潔に捉えると、保険契約者（集団）からの受領額を意味している
と考えられる（川﨑［2014］52 頁注 37 を参照）。また、上記の公表物では、保
険負債は最新の見積りにより測定される（IASB [2013] para.29 や IASB [2017] 
para.40 を参照）。従って、本稿の内容に沿って検討すると、これらの公表物にお
ける保険負債の測定属性は、借換収入として捉えられる。 
6) RP は Risk Premium、SP は Super Profit の略称である。報酬を正常利益と超過
利益に分類するという考え方は、Horton et al. [2011]、 Macve and Serafeim 
[2006] に学んでいる。 





9) 注 7 及び注 8 を参照。 
10) この第 2法は、いわゆる catch-up approachに該当する方法であると捉えられる。 
11) 本稿では、保険負債を借換収入で測定する場合、保険負債を川﨑［2013］でいう
ところの第 2 法で測定するが、第 2 法のように見積りの変更額を当期の利益（純
利益）項目の一つである利得または損失として処理するのではなく、予想利得ま
たは損失としてその他の包括利益（OCI）に計上する会計処理を検討している。



































 IASB [2017] より前の公表物におけるウィンドフォールの処理については、川﨑
［2016］注 98 を参照。なお、IASB などの会計基準設定機関においてなされてき
た保険会計の議論の経緯について検討している文献として、羽根［2015］、川﨑
［2016］が挙げられる。また、Kosi and Reither [2014] では、IASB における保
険会計の議論にどのような利害関係者が積極的に参加しているのかということが
分析されている。 




に含める、つまり両者の選択適用を規定している（paras. 87-88, 90 を参照）。こ
うした規定は、なによりもまず、利子率の変動による利益（純利益）のボラティ






処理については、IASB [2014] para. 4.1.1 を参照）。 
15) Value of Certainty Equivalent の略記であり、Bøhren [1983] を参考にしている。 
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17) 詳細は川﨑［2014］51 頁及び川﨑［2017］37 頁を参照。 
18) 経済上の主観価値としての資本の考え方については、Lindahl [1939] pp. 96-97
（原訳［1962］88 頁）を参照。 
19) 経済上の所得概念には、事前の所得（income ex ante）と事後の所得（income ex 
post）の二つがあるが、本稿では、前者の事前の所得を前提とする。なお、これ
らの所得概念については、Hicks [1946] p.178（安井・熊谷訳［1995］313 頁）
や斎藤［2013］89-90 頁を参照。また、Hicks [1946]の所得概念を詳細に検討し
ているものとして、福井［2010］、Bromwich et al. [2010] がある。 
20) ウィンドフォールを、当期の所得としてではなく資本の増減としてみるという考え




















献において提案されている variable income は、「その期間において予期された利
益に、予期された収入と実際の収入の差額を加減」（Alexander [1950] p.65）し
たものと定義される。この variable income について詳細に検討している文献と
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